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図-2　1978～1980 年の平均年堆砂量に対

　　　　する 1982～1996 年の平均年堆砂量
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1． はじめに

1981 年 8 月、北海道は２度にわたる豪雨に見舞われ、全道的に大きな被害を受けた。この豪雨を機に、北海道

内のダム流域において、土砂生産特性にいくつかの特徴的な変化が見られた。また、変化の見られないダム流域も

存在した。そこで 2 種類の分類方法を用い、ダム流域を 2 つまたは 3 つのグループに分類した後、それらの堆砂特

性の変化について降雨量に着目して調査を行った。

2． 分類方法とその検討

1981 年、又はその前後のダム堆砂特性の変化を、2 つの分類方法に

よって分けた。図-1に示すように、1981年にそれ以前の年堆砂量(比

堆砂量)の平均値と比較して、堆砂量の急激な増加が見られたダム

流域とそうでないダム流域が存在する。そこで、堆砂量が急激に

増加したダムを A グループ、増加しなかったダムを B グループとし、こ

の方法を分類①とした。また、図-2 に示すように、1982 年以降の平年

堆砂量が 1980 年以前と比較して、増加したダム、減少したダム、変化

の無かったダムが存在する。平年堆砂量が増加したダムをaグループ、

減少したダムを b グル－プ、また変化の見られなかったダムを c グル

ープとし、この方法を分類②とした。各ダム流域のグループ分けを、表-

1 に示す。

1）分類①の検討

1981年の流域平均降雨量をそれ以前の降雨量の平均値と比較し

た場合、どのダム流域においても2倍から3倍増加しており、グループに

よる違いは見られなかった

(図-3)。降雨量には、日最

大降雨量、月最大降雨量、

年合計降雨量を用いたが、

どれを用いた場合も同様の

結果となった。次に、流域

平均降雨量から、1981年の

大雨の回数を数えた。ただ

し、大雨とは、日最大降雨

量50mm以上を含み、かつ、

連続雨量100mm以上の降
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図-1　1978～1980 年の平均年堆砂

量と 1981 年の堆砂量
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雨を示すものとする。大雨の

回数と1981年の比堆砂量の

関係（図-4）から、はっきりした

相関は見られない。他に、大

雨の連続日数と比堆砂量との

関係も調べたが、結果は同様

であった。従って、降雨だけ

で両グループの違いを説明

するのは困難である。

2）分類②の検討

1978～1996 年の各年の降雨

量（ｒ）に対して、その年一年

間の堆砂量（Ｖ）をプロットし

たｒ－Ｖ図を全てのダム流域に対して作成した。降雨量には日最

大降雨量、月最大降雨量、年合計降雨量を用いて、各ダム流域に

3 パターンの図を作成した。ここでは、中でも相関の良い月最大降

雨量の図を示す。ｒ－Ｖ図から、ダム流域が降雨から受ける影響の

強さがわかる。例えば、分類①で A、分類②で a グループの桂沢

ダム流域(流域面積 151.2km２、図‐5)は、1980 年以前（●）と比べ

て 1982 年以後の値（×）が大きくなっており、1981 年を境に降雨

量の影響を受け易くなった可能性がある。一方、分類①で B、分

類②で b グループの糠平ダム流域(流域面積 387.8km2、図-6)は、

1981年以前と比べて以後の値が小さくなっており、1981年を境に、

降雨量の影響を受けづらくなった可能性がある。1981 年前後の降

雨量の変化を見ると、図‐7 から、1982 年以降に降雨量の増加した

ダム流域もみられるが、それが a グループに限られている訳では

ない。ここで示したのは、月最大降雨量のものであるが、日最大降

雨量、年合計降雨量を用いても同様の結果であった。従って、降

雨だけで土砂生産特性変化の違いを説明するのは困難である。

3．まとめ

北海道内の 17 ダム流域に対して、2 つの分類方法を用いて、

ダム流域の土砂生産特性と降雨量との関連を細かく調べた。分

類①では、1981 年の降雨量と、その年の大雨の回数に着目し

た。分類②では、各ダム流域に対してｒ－Ｖ図を作成し、降雨の

影響の現れやすさ、1981 年前後での堆砂特性変化の様子を調

べた。その結果、流域平均降雨量のみで、各グループの違いを

説明するのは難しい。今後、他の要素を組み合わせて考えてい

く必要があるだろう。
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図-3 平均月最大降雨量に対する

1981 年の月最大降雨量

(●：A　×：B)

0

100

200

300

400

500

600

0 200 400

1978～1980年平均月最大降雨量

(mm)

19
82
～

19
96
年
平
均
月
最
大
降
雨
量

(m
m

)

図-7　1981 年前後の流域平均降雨量の比較
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図-6　糠平ダム流域（分類①：B、分類②：b）
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図-5　桂沢ダム流域（分類①：A、分類②：a）
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図-4 大雨の回数と比堆砂量

（●：A　×：B）


	kyotsu: 　　土木学会第55回年次学術講演会（平成12年9月）
	No: Ⅱ-250　


